
本市の現在の相談支援体制に加え、本市の男女共同参画セン
ターにおいて、女性の相談窓口を設置する。
地域との連携や困窮支援等ネットワークやノウハウを持つ市内

の社会福祉法人に委託し、地域で活動する支援員や、学校、関係
機関等と連携した寄り添った支援を実施する。
また同施設内にある子育て支援等担うセンターとの連携による

支援や居場所の提供、生理用品の無償提供も行う。

令和元年度に実施した事業所アンケート結果によると、女性も男
性も同じような環境で働いていくために、特に女性にとって課題と
なっていることは、女性には家事・育児等に伴い配置や残業に制
約があるといった割合が41.8％と高く、従業員アンケート結果でも、
女性が活躍する上での阻害要因として、男性に比べ、女性は家庭
の負担が重いといった割合が62.9％と高い。このことから、性別に
よる役割分担の固定化解消が課題となっている。今後も、仕事と
家庭の両立に関してのノウハウや男性の家事・育児への参画等
の具体事例を提示していくことが必要である。

地域の実情と課題

薩摩川内市女性活躍推進協議会
（構成団体）
・行政機関 ・民間企業関係団体
・農林水産関係団体 ・金融機関
・教育機関 ・コミュニティ団体 等

連携団体

公共施設や、学校において生理用ナプキンの提供の拡大をはじ
め、女性や女児に寄り添った支援につながる仕組みの構築や関係
機関との連携体制を充実する必要がある。また、不安を抱える女
性のつながりの回復や自立に向けた居場所づくり事業やセミナー
の実施など他事業との連携も深め充実していく必要がある。

今後の課題

対面、電話、ライン相談を実施しており、ラインで相談が多い傾向
もあり、これまで不安や困難を抱えていても市の相談窓口などを利
用されたことのない方等相談につながりずらかった女性が繋がって
いる傾向がみられた。また、この窓口を通じ必要に応じ関係機関と
連携を図り支援につなげた。
令和4年度の相談件数は139件であり目標設定を超える結果で

あった。

事業の効果

つながりサポート型女性支援事業【薩摩川内市】

孤独や孤立、不安や困難を抱える女性が相談しやすい窓口を設
置し、生理用品の提供、地域での支援者や関係機関との連携によ
る、支援につながりづらい女性の掘り起こしを行い、女性の自立や
活動の支援を行う。
【数値目標】
一人ひとりの人権が尊重されていると感じている市民の割合
Ｒ２実績 75.9％ ⇒ Ｒ３実績 72.5％（目標値80％）

男女共同参画センターにおける相談受付件数
Ｒ３実績 36件 ⇒ Ｒ４実績 139件（目標値80件）

目的・目標

事業の特徴

事業番号 ２ 総事業費 ３,６００ 千円

交付金額 １,８００ 千円



事業の概要

女性相談窓口周知用チラシ

各種相談窓口案内チラシ

相談窓口案内カード女性相談窓口概要

❐相談日及び時間 ： 月曜日～金曜日 午前９時～午後5時
ただし、センター休館日及び祝日・年末年始を除く

❐場所 ： 薩摩川内市男女共同参画センター（ＳＳプラザせんだい内）
❐相談方法 ： 電話、対面、ショートメール、ライン
※薩摩川内市社会福祉協議会に委託して実施 相談員１名

無償提供用
生理用ナプキン
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